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図表20 農業分野における経営人材育成の将来像 

 
 

 

第５章  終わりに  

  

少子高齢化や人生１００年時代の到来、個人のキャリア観の変化など、企業

を取り巻く環境は大きな変化を迎えており、人材育成に対する意識を変革する

ことが必要となってきている。このような情勢の変化を踏まえれば、経済産業

省が令和２年９月に公表した「持続的な企業価値の向上と人的資本に関する研

究会 報告書～人材版伊藤レポート」で示されているよう、これからは人材を

「人的資本(Human Capital)」として捉え、「状況に応じて必要な人的資本を確

保する」という考え方へと転換する必要があり、こうした捉え方の下では、マ

ネジメントの方向性も「管理」から人材の成長を通じた「価値創造」へと変わ

り、人材に投じる資金は 価値創造に向けた「投資」となる26。 

また、経済産業省では令和４年５月にも「人的資本経営の実現に向けた検討

会 報告書～人材版伊藤レポート2.0～」を公表し、実践的にガイドするようなア

イデアや施策や視点を提示しており（図表21）27、これらのレポートを土台に

政策や支援が行われている。 

今後の人材育成に関する政策はこのような方向に向かって推進されることを

踏まえ、農業界の経営人材育成も他産業に劣後なく推進されていくことを期待

して本報告書を締めくくりたい。 
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図表21 人材戦略に求められる３つの視点・５つの共通要素 

 
出典：経済産業省「人的資本経営の実現に向けた検討会 報告書～人材版

伊藤レポート2.0～」 
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